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大
手
組
合
が
昨
年
を
上
回
る
賃
上
げ
を
獲

得
す
る
な
か
、
労
働
側
に
と
っ
て
は
、
大
手

の
回
答
相
場
を
い
か
に
後
続
の
中
小
企
業
の

交
渉
に
波
及
さ
せ
ら
れ
る
か
が
課
題
と
な
る
。

し
か
し
、
中
小
の
な
か
に
は
、
景
気
回
復
効

果
よ
り
も
、
円
安
に
よ
る
原
材
料
費
の
値
上

が
り
な
ど
の
経
営
へ
の
マ
イ
ナ
ス
イ
ン
パ
ク

ト
を
指
摘
す
る
声
も
聞
か
れ
る
。
そ
の
一
方

で
、
中
小
も
人
手
不
足
感
か
ら
、
賃
金
水
準

引
き
上
げ
の
必
要
性
は
い
っ
そ
う
高
ま
っ
て

い
る
。
今
春
闘
に
お
け
る
現
在
ま
で
の
中
小

賃
上
げ
の
回
答
状
況
に
つ
い
て
、
労
組
幹
部

か
ら
は
、「
健
闘
し
て
い
る
」
と
の
声
も
多
く

聞
か
れ
る
。

◇　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

連
合
が
四
月
一
六
日
に
ま
と
め
た
一
四
日

現
在
の
回
答
集
計
結
果
に
よ
る
と
、
平
均
賃

金
方
式
で
の
「
三
〇
〇
人
未
満
」
の
組
合
の

定
昇
相
当
分
込
み
の
賃
上
げ
額
平
均
（
加
重

平
均
、
以
下
同
様
）
は
四
九
二
八
円
で
、
前

年
同
時
期
を
二
七
七
円
上
回
っ
た
。
引
き
上

げ
率
に
す
る
と
、
二
・
〇
一
％
と
前
年
同
期

を
〇
・
一
〇
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、
同
時
点
で

は
二
％
台
を
維
持
し
た
。
連
合
の
中
小
労
働

委
員
会
は
、
四
月
一
五
日
付
の
確
認
事
項
の

な
か
で
「
中
小
組
合
に
お
い
て
も
積
極
的
な

回
答
引
き
出
し
が
行
わ
れ
て
い
る
」
と
、
同

日
ま
で
の
回
答
状
況
を
評
価
す
る
。

　

昨
年
の
最
終
集
計
で
は（
七
月
一
日
）、「
三

〇
〇
人
未
満
」の
組
合
の
引
き
上
げ
率
は
一
・

七
六
％
だ
っ
た
。
現
在
の
ペ
ー
ス
か
ら
、
連

合
総
合
労
働
局
で
は
今
年
の
最
終
的
な
引
き

上
げ
率
に
つ
い
て
、昨
年
の
最
終
結
果
は「
上

回
る
だ
ろ
う
」（
須
田
孝
・
総
合
労
働
局
長
）

と
み
る
。
し
か
も
、
今
年
は
、
月
例
賃
金
の

引
き
上
げ
に
取
り
組
む
組
合
数
が
昨
年
よ
り

増
え
て
い
る
。
四
月
一
四
日
の
集
計
ベ
ー
ス

は
一
六
八
八
組
合
（
一
六
万
九
三
六
三
人
）

と
前
年
同
期
よ
り
も
六
五
組
合
多
い
。

　
「
三
〇
〇
人
未
満
」の
組
合
の「
賃
上
げ
分
」

の
相
場
を
観
察
す
る
た
め
に
、
連
合
が
賃
上

げ
分
が
明
確
に
分
か
る
組
合
だ
け
で
集
計
し

た
結
果
を
み
る
と
、
賃
上
げ
分
が
明
確
に
分

か
る
組
合
は
全
部
で
一
四
一
八
組
合
あ
り
、

う
ち
「
三
〇
〇
人
未
満
」
は
七
九
四
組
合
（
九

万
三
二
二
三
人
）。
賃
上
げ
分
の
平
均
額
は

一
七
一
三
円
で
、
率
に
す
る
と
〇
・
六
八
％
。

〇
・
六
八
％
と
い
う
引
き
上
げ
率
は
、
賃
上

げ
分
が
明
確
に
分
か
る
組
合
の
規
模
計
で
の

引
き
上
げ
率
（
〇
・
六
七
％
）
を
〇
・
一
ポ

イ
ン
ト
上
回
る
。

三
〇
〇
人
未
満
も
引
き
上
げ
分
は

一
七
〇
〇
円
程
度
／
金
属
労
協

　

金
属
労
協
は
四
月
三
日
、
自
動
車
総
連
、

電
機
連
合
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
、
基
幹
労
連
、
全
電
線

の
五
産
別
の
ト
ッ
プ
が
本
部
に
集
い
、「
中

堅
・
中
小
登
録
組
合
」
の
回
答
状
況
に
つ
い

て
、
会
見
し
て
報
告
し
た
。
中
堅
・
中
小
登

録
組
合
は
、
三
月
末
ま
で
に
回
答
を
引
き
出

し
、
四
月
以
降
に
回
答
を
引
き
出
す
各
業
種

や
地
域
の
中
小
組
合
に
回
答
相
場
を
波
及
さ

せ
る
役
割
を
担
う
。
今
年
は
、
一
六
九
組
合

が
同
組
合
に
登
録
さ
れ
た
。

　

こ
の
会
見
で
金
属
労
協
の
議
長
も
務
め
る

自
動
車
総
連
の
相
原
康
伸
・
会
長
は
、「
中
堅
・

中
小
登
録
組
合
の
九
割
で
賃
上
げ
を
獲
得
し
、

平
均
額
は
昨
年
を
上
回
っ
て
い
る
。
金
属
労

協
全
体
で
み
て
も
、
賃
上
げ
獲
得
組
合
数
、

獲
得
額
と
も
に
昨
年
を
上
回
っ
て
い
る
」
と

報
告
し
、
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
「
継
続
的
か

つ
昨
年
よ
り
も
高
い
賃
上
げ
の
波
を
、
業
種

や
規
模
の
垣
根
を
越
え
て
行
き
渡
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
た
。
一
連
の
経
済
好
循
環
サ
イ
ク

ル
を
実
現
す
る
う
え
で
、
金
属
産
業
と
し
て

一
定
の
社
会
的
責
任
を
果
た
し
つ
つ
あ
る
」

と
、
大
手
に
続
く
組
合
の
回
答
に
つ
い
て
も

前
向
き
に
評
価
し
た
。

　

四
月
二
二
日
現
在
で
の
回
答
状
況
を
み
る

と
、
回
答
を
受
け
た
中
堅
・
中
小
登
録
組
合

は
一
四
〇
組
合
で
、
そ
の
う
ち
一
二
六
組
合

が
賃
上
げ
を
獲
得
。
賃
上
げ
獲
得
額
の
平
均

は
一
八
八
三
円
と
前
年
の
最
終
集
計
を
六
〇

〇
円
以
上
、
上
回
っ
た
。

　

中
堅
・
中
小
登
録
組
合
に
は
、
あ
る
程
度

規
模
が
大
き
い
中
堅
企
業
も
入
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、金
属
労
協
加
盟
単
組
の
な
か
の「
三

〇
〇
人
未
満
」の
組
合
だ
け
の
回
答
結
果（
同

日
現
在
）
も
み
て
い
く
と
、
回
答
を
受
け
た
、

ま
た
は
回
答
を
集
約
し
た
組
合
の
総
数
は
一

二
八
〇
組
合
（
三
八
万
五
一
八
五
人
）
で
、

賃
金
構
造
維
持
分
を
確
保
し
、
か
つ
、
賃
上

げ
を
獲
得
し
た
組
合
は
、
六
八
六
組
合
と
半

数
以
上
に
及
ぶ
。

　

賃
上
げ
の
回
答
額
平
均
は
一
六
六
七
円
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
水
準
は
さ
き
に
紹
介
し

た
連
合
の
賃
上
げ
分
が
明
確
に
分
か
る
組
合

の
「
三
〇
〇
人
未
満
」
の
回
答
集
計
結
果
に

近
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

進
捗
は
遅
い
が
妥
結
額
は 

昨
年
よ
り
改
善
／
Ｊ
Ａ
Ｍ

　

金
属
・
機
械
関
連
の
中
小
を
多
く
抱
え
、

三
〇
〇
人
未
満
の
組
合
が
八
割
以
上
を
占
め

る
Ｊ
Ａ
Ｍ
は
、
今
回
の
春
闘
で
賃
金
水
準
の

引
き
上
げ
額
の
要
求
基
準
を
九
〇
〇
〇
円
に

設
定
し
た
。
九
〇
〇
〇
円
は
、
過
年
度
物
価

上
昇
分
（
三
％
程
度
）
と
生
活
改
善
分
を
勘

案
し
て
決
め
た
数
字
。
方
針
の
策
定
段
階
で

は
、
昨
年
の
二
倍
に
あ
た
る
引
き
上
げ
幅
に

相
当
す
る
こ
と
か
ら
、
傘
下
組
合
か
ら
「
九

〇
〇
〇
円
は
高
い
」
と
の
声
も
出
た
が
、「
九

〇
〇
〇
円
に
し
な
い
と
逆
に
根
拠
を
説
明
で

き
な
く
な
る
」（
藤
川
慎
一
・
副
会
長
）
と
し

て
三
％
要
求
を
貫
い
た
。

　

Ｊ
Ａ
Ｍ
が
四
月
二
〇
日
現
在
で
ま
と
め
た

要
求
・
回
答
状
況
を
み
る
と
、
ま
ず
要
求
進

捗
率
が
七
六
・
一
％
と
前
年
同
期
（
七
七
・

〇
％
）
を
若
干
下
回
り
、
進
捗
は
早
ま
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
妥
結
進
捗
率
に
目
を

転
じ
る
と
、
四
七
・
五
％
と
、
こ
ち
ら
も
前

年
同
期
（
四
九
・
八
％
）
を
下
回
り
、
半
数

以
上
の
組
合
が
決
着
し
て
い
な
い
状
況
だ
。

　

し
か
し
、
要
求
を
引
き
上
げ
た
効
果
な
の

か
、
妥
結
額
は
明
ら
か
に
昨
年
よ
り
も
良
い

結
果
が
み
て
と
れ
る
。
ま
ず
平
均
賃
上
げ
方

式
で
の
産
別
全
体
の
妥
結
額
平
均
は
五
六
七

八
円
（
構
造
維
持
分
込
み
）
で
、
同
一
単
組

で
前
年
と
比
べ
る
と
三
九
三
円
上
回
っ
て
い

る
。
三
〇
〇
人
未
満
の
組
合
だ
け
で
み
て
も
、

妥
結
額
は
五
三
二
五
円
で
、
前
年
同
期
を
二

九
三
円
上
回
る
。

　

賃
金
構
造
維
持
分
を
明
示
し
て
い
る
単
組

で
、
賃
金
改
善
分
だ
け
の
回
答
平
均
を
み
る

と
一
八
五
四
円
で
、
こ
の
時
点
で
昨
年
の
最

終
実
績
を
三
〇
〇
円
以
上
、
上
回
っ
て
い
る
。

　

眞
中
行
雄
・
会
長
は
、
要
求
と
妥
結
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
、
要
求
金
額
が
Ｊ
Ａ
Ｍ
結

成
（
一
九
九
九
年
）
以
降
の
春
闘
で
も
っ
と

も
高
い
水
準
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
要
求
の
難

し
さ
と
、
粘
り
強
く
交
渉
し
て
い
る
こ
と
の

証
し
だ
」
と
強
調
。
そ
の
一
方
で
、
回
答
・

妥
結
額
が
過
去
最
高
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に

対
し
て
、「
二
〇
一
四
春
闘
の
交
渉
期
間
中
は
、

中
堅
・
中
小
の
賃
上
げ
回
答
の
特
徴
点
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消
費
税
率
引
き
上
げ
前
の
駆
け
込
み
需
要
も

あ
り
、
ま
だ
繁
忙
感
は
あ
っ
た
が
、
夏
以
降
、

景
気
は
物
量
も
ま
だ
増
え
て
お
ら
ず
、
し
か

も
原
材
料
費
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
な
ど
企

業
コ
ス
ト
が
上
昇
し
て
お
り
、
中
小
企
業
に

は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
お
こ
ぼ
れ
が
回
っ
て
お

ら
ず
、
な
か
な
か
交
渉
が
進
ま
な
い
状
況
に

あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
現
在
ま
で
の
結
果

は
奮
闘
し
て
い
る
と
い
え
る
」
と
高
く
評
価

す
る
。

　

Ｊ
Ａ
Ｍ
の
デ
ー
タ
か
ら
、
賃
金
改
善
の
要

求
・
回
答
状
況
を
よ
り
詳
し
く
み
る
と
、「
三

〇
〇
人
未
満
」
の
組
合
で
は
、
要
求
額
の
分

布
が
「
四
五
〇
〇
円
未
満
」
と
「
九
〇
〇
〇

円
以
上
」
と
に
二
極
化
し
て
い
る
（
両
者
を

合
わ
せ
る
と
六
割
以
上
を
占
め
る
）。
Ｊ
Ａ

Ｍ
で
は
、
四
五
〇
〇
円
未
満
の
組
合
は
、
本

当
に
企
業
業
績
が
厳
し
い
と
こ
ろ
と
み
る
。

一
方
、
九
〇
〇
〇
円
以
上
を
要
求
す
る
組
合

の
割
合
の
高
さ
は
産
別
方
針
に
忠
実
に
従
っ

て
い
る
こ
と
の
表
れ
と
み
て
い
る
。

　

回
答
状
況
を
み
る
と
、「
三
〇
〇
人
未
満
」

で
も
、
昨
年
と
比
べ
て
賃
金
改
善
分
の
回
答

額
が「
三
〇
〇
〇
～
四
〇
〇
〇
円
未
満
」だ
っ

た
組
合
、「
四
〇
〇
〇
円
以
上
」
だ
っ
た
組
合

の
割
合
が
と
も
に
増
加
し
た
。

　

ま
た
、
集
計
時
点
ご
と
の
回
答
額
の
推
移

を
み
る
と
、
昨
年
は
三
月
の
ヤ
マ
場
か
ら
離

れ
る
に
つ
れ
て
、
回
答
額
の
平
均
は
明
ら
か

に
右
肩
下
が
り
に
推
移
し
た
が
、
今
年
は
回

答
額
が
横
ば
い
に
近
い
展
開
と
な
っ
て
お
り
、

昨
年
に
比
べ
て
明
ら
か
に
相
場
波
及
が
長
く

続
い
て
い
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
中
小
へ

の
人
手
不
足
感
の
影
響
も
出
て
お
り
、「
で
き

る
か
で
き
な
い
か
は
別
と
し
て
、
経
営
者
も

賃
金
を
上
げ
て
い
か
な
い
と
人
材
を
獲
得
で

き
な
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
」（
宮
本
礼

一
・
書
記
長
）
と
い
う
。

　

賃
金
改
善
を
二
年
連
続
し
て
獲
得
で
き
た

組
合
で
は
、
昨
年
よ
り
改
善
額
が
増
え
て
い

る
と
こ
ろ
が
多
い
。
ま
た
、
今
年
の
改
善
額

を
、
昨
年
獲
得
で
き
た
組
合
と
昨
年
は
獲
得

で
き
な
か
っ
た
組
合
と
で
比
べ
る
と
、「
今
年

は
じ
め
て
獲
得
で
き
た
組
合
の
方
が
獲
得
額

は
厳
し
い
」（
藤
川
副
会
長
）。
Ｊ
Ａ
Ｍ
で
は
、

交
渉
を
続
け
て
い
る
組
合
に
対
し
、「
昨
年
を

上
回
る
改
善
分
獲
得
を
」
と
指
示
し
、
交
渉

の
追
い
上
げ
を
図
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

な
お
、
中
小
企
業
を
め
ぐ
っ
て
は
、
四
月

二
日
に
開
催
さ
れ
た
「
経
済
の
好
循
環
実
現

に
向
け
た
政
労
使
会
議
」
で
、
取
引
企
業
の

仕
入
れ
価
格
上
昇
を
踏
ま
え
た
価
格
転
嫁
や

支
援
・
協
力
の
取
り
組
み
を
講
じ
る
こ
と
が

盛
り
込
ま
れ
た
。
こ
う
し
た
取
引
適
正
化
の

取
り
組
み
の
影
響
に
つ
い
て
、
眞
中
会
長
は

「
こ
れ
を
も
っ
て
交
渉
を
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
」
と
す
る
と
と
も
に
、「
効
果
が
あ
っ

た
と
い
う
実
績
は
見
当
た
ら
な
い
」
と
話
し
、

価
格
反
映
に
つ
い
て
は
「B

 to B

（
企
業
間

の
取
引
）
で
は
対
応
し
て
も
ら
っ
て
い
る
ほ

う
だ
」
と
し
て
い
る
。

三
〇
〇
人
未
満
の
改
善
分
獲
得

額
が
全
体
と
遜
色
な
い
水
準
に

／
自
動
車
総
連

　

自
動
車
総
連
で
は
、
今
回
の
春
闘
で
一
一

一
四
組
合
が
賃
金
要
求
し
て
い
る
が
、
そ
の

う
ち
七
五
二
組
合
を
「
三
〇
〇
人
未
満
」
が

占
め
る
。
四
月
一
七
日
現
在
の
回
答
状
況
を

み
る
と
、「
三
〇
〇
人
未
満
」
は
そ
の
う
ち
三

四
二
組
合
が
妥
結
・
妥
結
方
向
と
な
っ
て
お

り
、
う
ち
二
五
三
組
合
が
賃
金
改
善
分
を
獲

得
し
て
い
る
。
獲
得
割
合
に
す
る
と
三
三
・

六
％
。
獲
得
金
額
の
単
純
平
均
は
一
六
一
八

円
で
、
全
体
平
均
（
一
六
九
四
円
）
と
比
べ

て
も
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
。

　

一
方
、
大
手
で
構
成
す
る
メ
ー
カ
ー
以
外

の
部
門
の
各
獲
得
金
額
を
み
る
と
、「
車
体
・

部
品
」
が
一
四
八
七
円
、「
販
売
」
が
一
八
二

四
円
、「
輸
送
」
が
二
〇
二
二
円
、「
一
般
」
が

一
九
九
九
円
と
な
っ
て
お
り
、
メ
ー
カ
ー
も

含
め
、
す
べ
て
の
部
門
で
昨
年
を
上
回
る
獲

得
金
額
と
な
っ
て
い
る
。

大
手
の
改
善
水
準
が
波
及
／
電
機
連
合

　

電
機
連
合
で
は
、
各
グ
ル
ー
プ
労
連
に
属

す
る
中
小
労
組
と
、
企
業
グ
ル
ー
プ
に
属
さ

な
い
中
小
労
組
も
加
盟
す
る
が
、
四
月
上
旬

段
階
で
す
で
に
「
大
手
の
賃
金
水
準
改
善
三

〇
〇
〇
円
が
波
及
し
て
い
る
」（
有
野
正
治
・

委
員
長
）
状
況
だ
と
し
て
い
る
。

中
間
年
の
賃
金
改
善
獲
得
組
合
が

大
幅
増
／
基
幹
労
連

　

基
幹
労
連
は
二
年
分
の
賃
金
交
渉
を
、
二

年
お
き
に
行
う
隔
年
春
闘
を
採
用
し
て
い
る

が
、
二
〇
一
五
年
が
該
当
す
る
中
間
年
は
、

「
格
差
改
善
」
な
ど
が
主
要
な
取
り
組
み
項

目
に
な
っ
て
お
り
、
賃
金
に
取
り
組
む
場
合

は
、
一
〇
以
上
あ
る
業
種
別
部
会
ご
と
に
、

各
部
会
の
「
当
面
の
目
標
」
を
も
と
に
取
り

組
む
こ
と
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
昨
年
の
春

闘
で
「
別
途
協
議
」「
継
続
協
議
」
と
な
り
、

交
渉
を
持
ち
越
し
た
組
合
な
ど
も
今
回
あ
ら

た
め
て
賃
金
交
渉
を
行
う
。

　

四
月
一
七
日
現
在
の
集
計
に
よ
る
と
、
今

回
の
春
闘
で
、
賃
金
に
限
ら
ず
何
ら
か
の
要

求
を
提
出
し
た
の
は
二
九
四
組
合
。
そ
の
う

ち
、
賃
金
改
善
を
要
求
し
た
の
は
一
三
八
組

合
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
回
答
を
引
き

出
し
た
の
は
約
六
割
に
あ
た
る
八
〇
組
合
で
、

う
ち
五
二
組
合
が
何
ら
か
の
成
果
を
獲
得
し

て
い
る
。
昨
年
、
産
別
全
体
で
二
年
分
の
賃

金
改
善
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
か
ら
、
今
年
、

賃
金
改
善
分
を
獲
得
し
た
組
合
の
数
は
、
二

年
前
の
中
間
年
で
あ
る
二
〇
一
三
年
の
実
績

（
二
八
組
合
）
を
大
き
く
回
っ
て
い
る
。

　

成
果
の
内
容
は
、
大
半
が
金
額
で
の
賃
金

引
き
上
げ
だ
が
、
賃
金
体
系
の
見
直
し
へ
の

原
資
投
入
や
、
手
当
の
改
善
な
ど
も
含
ま
れ

て
い
る
と
い
う
。
四
月
三
日
の
金
属
労
協
で

の
会
見
で
は
、
工
藤
智
司
・
委
員
長
は
改
善

分
の
獲
得
額
平
均
に
つ
い
て
一
二
〇
〇
円
程

度
と
報
告
し
た
。
基
幹
労
連
本
部
に
よ
る
と
、

「
な
か
に
は
二
〇
〇
〇
～
三
〇
〇
〇
円
の
回

答
も
あ
る
が
、
二
〇
一
四
年
の
総
合
組
合
の

結
果
（
一
四
年
一
〇
〇
〇
円
、
一
五
年
一
〇

〇
〇
円
の
賃
金
改
善
）
を
み
て
の
結
果
と

な
っ
て
い
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
」（
近
藤
之
・

事
務
局
次
長
）
と
い
う
。

　

今
回
の
闘
争
の
特
徴
と
し
て
、
賃
金
改
善

で
取
り
組
む
こ
と
が
難
し
い
組
合
が
、
退
職

金
な
ど
の
他
の
労
働
条
件
項
目
で
成
果
を
あ

げ
て
い
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
と
い
う
。
た
と

え
ば
退
職
金
の
水
準
改
善
で
は
、
一
〇
〇
組

合
が
要
求
し
、
四
月
一
七
日
現
在
で
回
答
を

受
け
た
六
七
組
合
の
う
ち
三
二
組
合
が
前
向

き
な
回
答
を
受
け
、
す
で
に
昨
年
の
最
終
的

な
前
進
組
合
数
を
上
回
っ
て
い
る
。

中
小
労
組
も
早
期
解
決
の
傾
向
／

私
鉄
総
連

　

製
造
業
以
外
で
も
、
中
小
労
組
の
健
闘
が

み
ら
れ
る
。
私
鉄
総
連
傘
下
の
中
小
・
ハ
イ

タ
ク
専
業
組
合
で
は
、
回
答
指
定
日
で
あ
る

三
月
二
三
日
中
に
回
答
を
引
き
出
し
た
組
合

が
昨
年
よ
り
一
一
組
合
多
い
一
六
四
組
合
で
、

同
日
ま
で
に
解
決
し
た
組
合
も
昨
年
よ
り
一

五
組
合
多
い
五
二
組
合
を
数
え
た
。
そ
れ
以

外
の
中
小
組
合
は
回
答
の
積
み
上
げ
を
求
め

て
交
渉
を
重
ね
、
四
月
一
〇
日
ま
で
に
二
一

八
組
合
が
収
束
し
て
い
る
。
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中
小
も
大
手
と
同
率
の
二
・
三
三
％

増
／
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン

　

わ
が
国
最
大
の
産
別
組
織
で
あ
る
Ｕ
Ａ
ゼ

ン
セ
ン
は
四
月
八
日
、
記
者
会
見
を
開
き
、

二
〇
一
五
賃
金
闘
争
の
要
求
・
妥
結
状
況
を

公
表
し
た
。
今
次
賃
金
闘
争
へ
の
参
加
組
合

数
は
一
八
四
九
組
合
で
、
妥
結
の
進
捗
率
は

二
三
・
一
％
（
四
二
八
組
合
）。
正
社
員
の

組
合
員
数
ベ
ー
ス
で
は
五
一
・
四
％
（
六
八

万
五
九
七
九
人
）
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。

　

妥
結
結
果
を
み
る
と
、賃
上
げ
額
全
体（
体

系
維
持
原
資
＋
賃
金
引
き
上
げ
分
）
の
単
純

平
均
は
六
二
九
〇
円
で
、
率
に
す
る
と
二
・

三
三
％
。
賃
上
げ
額
全
体
の
う
ち
（
集
計
可

能
な
組
合
で
）「
賃
金
引
き
上
げ
分
」
に
限
る

と
一
六
〇
五
円
（
率
で
は
〇
・
五
七
％
）
で
、

同
一
組
合
の
前
年
比
は
、
賃
上
げ
額
全
体
が

五
二
〇
円
（
〇
・
一
八
㌽
）
増
、
賃
金
引
き

上
げ
分
の
み
で
五
一
〇
円
（
〇
・
一
七
㌽
）

増
と
な
っ
た
。

　

三
〇
〇
人
未
満
の
組
合
だ
け
で
み
る
と
、

賃
上
げ
額
全
体
の
単
純
平
均
は
六
〇
〇
八
円

だ
が
、
率
に
す
る
と
二
・
三
三
％
で
組
合
全

体
計
と
同
率
だ
っ
た
。「
賃
金
引
き
上
げ
分
」

に
限
る
と
一
三
四
六
円
で
、
率
で
は
〇
・
五

〇
％
。
こ
れ
を
同
一
組
合
の
前
年
実
績
と
比

較
す
る
と
、
賃
上
げ
額
全
体
で
は
五
六
六
円

（
〇
・
二
一
㌽
）
増
、
賃
金
引
き
上
げ
分
の

み
で
は
三
七
五
円
（
〇
・
一
三
㌽
）
増
と
な
っ

て
い
る
。

　

会
見
で
松
浦
昭
彦
・
書
記
長
は
、「
今
春
闘

は
賃
上
げ
が
大
手
だ
け
で
な
く
中
小
に
も
拡

が
る
の
か
注
目
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
と

こ
ろ
は
三
〇
〇
人
未
満
の
中
小
も
、
全
体
平

均
と
遜
色
の
な
い
賃
上
げ
に
な
っ
て
い
る
。

要
求
水
準
（
賃
金
体
系
維
持
分
＋
三
％
を
基

準
に
少
な
く
と
も
二
％
以
上
）
か
ら
は
乖
離

も
あ
る
が
、
中
小
で
も
大
手
と
同
程
度
の
賃

上
げ
が
行
わ
れ
て
い
る
」
な
ど
と
評
価
し
た
。

初
任
給
の
大
幅
増
に
も
寄
与

　

今
次
賃
金
闘
争
で
は
、
初
任
給
を
大
幅
に

引
き
上
げ
た
と
こ
ろ
が
多
い
と
い
う
特
徴
も

あ
っ
た
。（
非
組
合
員
の
）
初
任
給
つ
い
て

は
取
り
組
み
対
象
と
し
て
い
な
い
労
組
も
あ

る
が
、
四
月
七
日
時
点
ま
で
に
妥
結
し
た
と

こ
ろ
の
集
計
で
、
高
卒
に
つ
い
て
は
八
一
組

合
が
、
平
均
二
八
五
三
円
の
引
き

上
げ
を
獲
得
（
妥
結
後
の
初
任
給

は
一
六
万
四
八
三
九
円
）。
大
卒

で
は
一
〇
五
組
合
計
で
、
二
六
四

一
円
の
引
き
上
げ
に
漕
ぎ
着
け
た

（
同
二
〇
万
一
四
五
円
）。

　

正
社
員
組
合
員
の
全
体
計
よ
り

一
〇
〇
〇
円
程
度
上
回
る
引
き
上

げ
に
至
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
Ｕ
Ａ

ゼ
ン
セ
ン
政
策
・
労
働
条
件
局
の

瀬
戸
哲
朗
・
副
部
長
は
「
今
回
の

初
任
給
の
引
き
上
げ
は
、
正
社
員

の
ベ
ア
と
の
関
連
性
が
強
い
。
初

任
給
を
引
き
上
げ
た
と
こ
ろ
は
、

高
卒
で
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
住
生
活
関
連
等
、
大
卒
で
は
Ｓ

Ｍ
や
百
貨
店
等
に
多
い
が
、
確
認

す
る
と
そ
の
す
べ
て
が
正
社
員
の

ベ
ア
を
実
施
し
て
い
た
」
と
分
析

す
る
。

　

初
任
給
の
引
き
上
げ
幅
を
み
る

と
、
高
卒
・
大
卒
と
も
各
四
割
程

度
は
一
〇
〇
〇
円
以
内
で
、
七
～

八
割
が
三
〇
〇
〇
円
ま
で
に
集
中

表　UAゼンセンの賃上げ回答 流
通
・
小
売
、
サ
ー
ビ
ス
関
係
の
賃
上
げ
状
況

産別・企業・労組名など 賃上げ回答 前年実績

UAゼンセン

帝人労働組合 体系維持分6292円＋1400円 体系維持分6069円＋900円

東洋紡績労働組合 体系維持分5428円＋1200円 体系維持分5656円＋900円

三菱レイヨンユニオン 体系維持分5816円＋1900円 体系維持分5716円＋1000円

日清紡績労働組合 体系維持分4752円＋1000円 体系維持分4563円＋750円

旭化成グループ労働組合連合会 体系維持分6599円＋3540円 体系維持分6807円＋2520円

全東レ労連東レ労働組合 体系維持分5826円＋2600円 体系維持分5804円＋1800円

アシックス労働組合 平均11903円 平均7540円

武全連　武田薬品労働組合 平均3.68％ 平均2.83％

ニプログループ労働組合連合会 体系維持分5157円＋2660円 体系維持分4996円＋2000円

グンゼ労働組合 体系維持分5256円＋826円 体系維持分4699円

ユニチカ労働組合 体系維持分5194円＋750円 体系維持分5260円＋750円

丸大食品労働組合 体系維持分2900円＋500円 体系維持分2807円＋1000円

全プリマハム労働組合 体系維持分1116円＋4483円 体系維持分2563円＋2665円

カルビーグループ労働組合 体系維持分8801円＋6000円 平均7024円

イオン労連イオンリテールワーカーズユニオン 体系維持分5877円＋1156円 体系維持分6127円＋2200円

セブン＆アイ労連イトーヨーカドー労働組合 体系維持分4272円＋928円 体系維持分4302円＋2031円

ライフ労働組合 体系維持分4257円＋2046円 体系維持分4154円＋6529円

マルエツ労働組合 体系維持分4247円＋3844円 体系維持分4236円＋2803円

全イズミ労働組合 平均7188円 平均6004円

万代ユニオン 体系維持分5138円＋3074円 体系維持分5268円＋2500円

平和堂労連平和堂労働組合 平均8000円 平均6000円

いなげや労働組合 体系維持分3537円＋4010円 体系維持分3339円＋2926円

セブン＆アイ労連ヨークベニマル労働組合 体系維持分3429円＋3297円 体系維持分3329円＋2000円

カスミ労連カスミユニオン 体系維持分5155円＋2350円 体系維持分5124円＋2033円

ニトリ労働組合 体系維持分4963円＋5222円 体系維持分5027円＋2173円

全髙島屋労働組合連合会 平均9248円 平均8757円

三越伊勢丹グループ労働組合三越伊勢丹支部 体系維持分5495円＋1000円 体系維持分5548円

セブン＆アイ労連そごう・西武労働組合 体系維持分5174円＋1667円 体系維持分5114円＋627円

阪急阪神百貨店労働組合 体系維持分3357円＋974円 体系維持分3512円＋650円

ビックカメラ労働組合 平均4900円 平均4900円

上新電機労働組合 体系維持分3710円＋2000円 体系維持分3674円＋1000円

ケーズホールディングスユニオン 体系維持分5399円＋1412円 体系維持分4925円＋2575円

ＳＳＵＡメガネトップ労働組合 体系維持分4680円＋500円 体系維持分4991円＋1026円

富士薬品ユニオン 平均8540円 平均8867円

スギ薬局ユニオン 平均7388円 平均6234円

マツモトキヨシ労働組合 体系維持分4009円＋2507円 体系維持分5000円＋1387円

カワチ薬品労働組合 平均6000円 平均5500円

すかいらーく労連すかいらーく労働組合 平均10500円 平均7931円

餃子の王将ユニオン 平均10500円 平均17008円

ロイヤルグループ労働組合 平均7308円 平均4527円

サイゼリヤユニオン 平均6500円 平均6500円
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短
時
間
等
組
合
員
の
賃
上
げ
回
答

相
次
ぐ
／
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン

　

組
合
員
の
約
半
数
を
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や

契
約
社
員
等
が
占
め
、
正
社
員
と
同
率
の
要

求
を
掲
げ
て
今
次
賃
金
闘
争
に
臨
ん
だ
Ｕ
Ａ

ゼ
ン
セ
ン
で
は
、
短
時
間
等
組
合
員
の
賃
上

げ
回
答
も
相
次
い
だ
。
四
月
八
日
の
会
見
で

明
ら
か
に
し
た
ま
と
め
に
よ
る
と
、
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
に
つ
い
て
は
一
三
五
組
合
（
組
合

員
数
で
は
四
〇
万
二
〇
八
五
人
を
カ
バ
ー
）、

契
約
社
員
で
は
六
八
組
合
（
同
二
万
二
四
一

五
人
）
が
妥
結
し
て
い
る
。

一
％
を
超
え
る
賃
金
引
き
上
げ（
ベ
ア
）

　

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
妥
結
実
績
を
み
る
と
、

時
給
引
き
上
げ
額
全
体
の
単
純
平
均
は
一

八
・
四
円
で
、
率
に
す
る
と
二
・
〇
〇
％
。

さ
ら
に
集
計
可
能
な
組
合
で
み
る
と
、
正
社

員
で
い
う
定
期
昇
給
に
相
当
す
る
「
制
度
昇

給
」
分
が
九
・
一
円
（
率
で
は
一
・
〇
〇
％
、

以
下
同
）、い
わ
ゆ
る
ベ
ア
に
相
当
す
る
「
賃

金
引
き
上
げ
分
」が
九
・
九
円（
一
・
〇
八
％
）

と
な
っ
て
い
る
。
同
一
組
合
で
前
年
と
比
較

す
る
と
、
時
給
引
き
上
げ
額
全
体
で
は
四
・

二
円
（
〇
・
四
七
㌽
）
増
。
ま
た
、「
制
度
昇

給
」
分
に
つ
い
て
は
一
・
〇
円
（
〇
・
〇
八

㌽
）
増
で
、「
賃
金
引
き
上
げ
分
」
は
三
・
二

円
（
〇
・
三
四
㌽
）
増
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
結
果
を
正
社
員
と
比
べ
る
と
、

「
賃
金
引
き
上
げ
分
」
に
つ
い
て
は
八
割
以

上
（
八
三
・
三
％
）
の
組
合
が
、
正
社
員
を

上
回
る
賃
上
げ
率
を
獲
得
し
た
計
算
に
な
る

（
昨
年
は
五
三
・
六
％
）。
ま
た
、
時
給
引

き
上
げ
額
全
体
で
も
半
数
弱（
四
四
・
七
％
）

の
組
合
が
、
正
社
員
を
凌
ぐ
引
き
上
げ
率
を

叩
き
出
し
た
（
同
三
七
・
八
％
）。

　

松
浦
昭
彦
・
書
記
長
は
、パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

の
全
体
平
均
の
引
き
上
げ
率（
二
・
〇
〇
％
）

に
つ
い
て
、「
正
社
員
（
二
・
三
三
％
）
を
下

回
っ
て
い
る
が
、
正
社
員
に
は
制
度
維
持
分

が
一
・
六
～
一
・
八
％
程
度
あ
る
一
方
で
、

し
て
い
る
。
一
方
で
、
五
〇
〇
〇
円
以
上
の

大
幅
引
き
上
げ
に
至
っ
た
と
こ
ろ
を
分
析
す

る
と
、「
と
く
に
首
都
圏
近
県
で
、高
卒
に
つ

い
て
は
一
六
万
円
以
上
に
し
よ
う
と
す
る
動

き
、
大
卒
で
は
二
〇
万
円
に
近
づ
け
よ
う
と

す
る
一
九
万
円
台
の
動
き
が
多
く
み
ら
れ
る
。

こ
れ
を
下
回
る
水
準
で
は
も
う
、
採
用
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
」（
瀬
戸
氏
）。

外
食
で
早
期
決
着
の
高
額
妥
結
相
次
ぐ

　

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
は
、
組
合
員
数
の
約
六
割

を
占
め
る
ス
ー
パ
ー
・
百
貨
店
等
の
「
流
通

部
門
」
を
は
じ
め
、繊
維
や
医
薬
品
等
の
「
製

造
産
業
部
門
」、
外
食
・
サ
ー
ビ
ス
等
の
「
総

合
サ
ー
ビ
ス
部
門
」
で
構
成
し
て
い
る
。
今

次
賃
金
闘
争
で
妥
結
承
認
第
一
号
と
な
っ
た

の
は
、「
総
合
サ
ー
ビ
ス
部
門
」
の
「
す
か
い

ら
ー
く
労
連　

す
か
い
ら
ー
く
労
組
」（
正
社

員
組
合
員
数
三
三
〇
六
人
、
以
下
同
）
だ
っ

た
。
一
人
平
均
で
昨
年
実
績
を
二
五
六
九
円

（
〇
・
八
六
㌽
）
上
回
る
、
一
万
五
〇
〇
円

（
三
・
五
二
％
）
の
賃
上
げ
で
妥
結
し
た
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
最
大
手
の
回
答

に
続
き
、
外
食
産
業
で
は
早
期
決
着
の
高
額

妥
結
が
相
次
い
だ
。
長
崎
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
等
で

知
ら
れ
る
「
リ
ン
ガ
ー
ハ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
労

組
」（
三
九
八
人
）
は
、
一
人
平
均
賃
上
げ
で

一
万
二
六
円
（
三
・
三
三
％
）
を
獲
得
。
ま

た
、「
餃
子
の
王
将
ユ
ニ
オ
ン
」（
一
六
九
〇

人
）
で
も
、
昨
年
に
続
く
一
万
円
超
え
と
な

る
同
一
万
五
〇
〇
円
（
四
・
九
二
％
）
で
決

着
し
た
。
さ
ら
に
、「
元
気
寿
司
労
組
」
で
は

同
一
万
四
三
六
円
（
四
・
一
六
％
）、「
ど
ん

ユ
ニ
オ
ン
」
で
も
、一
万
一
四
六
八
円
（
三
・

五
五
％
）
を
引
き
出
し
た
。

　

外
食
産
業
で
大
幅
賃
上
げ
が
相
次
い
だ
の

は
な
ぜ
か
。「
餃
子
の
王
将
」
の
会
社
発
表

に
よ
れ
ば
、「
来
期
以
降
の
環
境
は
食
材
価
格

の
高
騰
や
日
常
食
に
対
す
る
消
費
者
の
節
約

志
向
が
継
続
し
、
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
く

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
の
事
業
展
開
の

た
め
の
優
秀
な
人
材
の
確
保
と
社
員
の
生
活

水
準
の
向
上
、
及
び
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ

プ
が
経
営
理
念
に
掲
げ
る
『
顧
客
満
足
の
創

造
』に
も
つ
な
が
る
と
考
え
満
額
回
答
し
た
」

と
い
う
。

　

こ
う
し
た
情
勢
を
反
映
し
、
総
合
サ
ー
ビ

ス
部
門
の
妥
結
状
況
は
、
他
の
二
部
門
を
凌

ぐ
賃
上
げ
額
・
率
と
な
っ
た
。
賃
上
げ
額
全

体
の
単
純
平
均
は
六
八
八
〇
円
、率
で
は
二
・

五
七
％
と
、流
通
部
門
（
六
二
一
一
円
、二
・

二
八
％
）
や
製
造
産
業
部
門
（
六
〇
〇
〇
円
、

二
・
二
三
％
）
を
上
回
っ
た
。「
賃
金
引
き

上
げ
分
」
に
限
っ
て
も
、
二
千
円
台
に
乗
せ

た
の
は
総
合
サ
ー
ビ
ス
部
門
（
二
一
八
九
円
、

率
で
は
〇
・
七
八
％
）
の
み
で
、
流
通
部
門

（
一
七
五
七
円
、
〇
・
六
一
％
）
や
製
造
産

業
部
門
（
一
二
三
五
円
、
〇
・
四
五
％
）
を

大
き
く
引
き
離
し
た
。

流
通
は
都
市
型
・
食
品
ス
ー
パ
ー
等

が
健
闘

　

一
方
、
昨
年
は
（
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
労
連　

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
労
組
が
）
妥
結
承
認
第

一
号
を
出
し
た
流
通
部
門
。
今
次
の
賃
金
闘

争
で
は
、「
住
生
活
関
連
や
衣
料
等
の
収
益
源

が
カ
テ
ゴ
リ
ー
キ
ラ
ー
（
専
門
店
）
に
押
さ

れ
、『
大
手
総
合
ス
ー
パ
ー
』
の
業
績
が
振
る

わ
な
か
っ
た
反
面
、
物
価
の
上
昇
に
伴
う
ナ

カ
シ
ョ
ク
へ
の
回
帰
等
で
、
消
費
増
税
の
影

響
か
ら
い
ち
早
く
脱
皮
し
た
『
都
市
型
・
食

品
ス
ー
パ
ー
』
等
の
好
調
に
、
支
え
ら
れ
る

格
好
と
な
っ
た
」（
木
暮
弘
・
流
通
部
門
事
務

局
長
）。

　

流
通
部
門
で
も
っ
と
も
早
く
妥
結
し
た
の

は
、
家
具
等
を
企
画
・
販
売
す
る
「
ニ
ト
リ

パ
ー
ト
、
契
約
社
員
等
の
賃
上
げ
動
向

労
組
」（
住
生
活
関
連
）
だ
っ
た
。
会
社
側
の

発
表
に
よ
る
と
、
総
合
職
（
組
合
員
数
三
一

七
三
人
）
の
賃
金
改
定
は
、
定
期
昇
給
四
九

六
三
円
（
一
・
五
四
％
）
＋
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

を
含
む
賃
金
改
善
五
二
二
二
円
（
一
・
六

二
％
）
で
、
一
人
平
均
賃
上
げ
は
一
万
一
八

五
円
（
三
・
一
六
％
）。
ま
た
、
一
時
金
に

つ
い
て
も
前
年
基
準
比
プ
ラ
ス
〇
・
三
八
カ

月
（
二
・
四
二
％
相
当
）
の
五
・
二
〇
カ
月

に
引
き
上
げ
、
結
果
と
し
て
一
時
金
を
含
め

た
賃
金
改
定
は
同
一
万
七
九
九
二
円
（
五
・

五
八
％
相
当
）
に
及
ん
だ
。

　

こ
う
し
た
決
定
に
至
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、

同
社
は
「
海
外
品
輸
入
主
体
の
当
社
に
と
っ

て
、
昨
年
度
よ
り
継
続
す
る
円
安
基
調
は
更

な
る
逆
風
で
、
小
売
業
界
全
体
の
景
況
が
必

ず
し
も
上
向
い
て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
勘
案

す
る
と
、
経
営
環
境
は
決
し
て
楽
観
視
で
き

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
経
済
の
好
循
環
の

二
巡
目
を
回
し
て
い
く
た
め
、
お
よ
び
従
業

員
に
対
す
る
賃
金
改
善
、
労
働
環
境
改
善
を

含
め
た
労
働
条
件
の
改
善
は
優
秀
な
人
材
の

確
保
・
育
成
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
生
産

性
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
交
渉
に
臨

ん
だ
」
な
ど
と
説
明
し
た
。
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パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
制
度
昇
給
分
は
一
％
程

度
し
か
な
い
。
賃
金
引
き
上
げ
分
自
体
は

一
％
を
超
え
て
お
り
、
同
一
組
合
の
対
前
年

㌽
差
（
〇
・
四
七
㌽
増
）
も
正
社
員
（
〇
・

二
㌽
増
程
度
）の
二
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
」

な
ど
と
評
価
し
た
。

　

な
お
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
で
み
る
と
、
一

八
・
四
円
（
二
・
〇
〇
％
）
は
最
高
水
準
と

い
う
。二
〇
〇
〇
年
当
時
の
一
三
・
六
円（
一
・

六
三
％
）
か
ら
、
直
近
で
は
二
〇
〇
八
年
に

一
七
・
四
円
（
一
・
九
〇
％
）
を
つ
け
て
い

た
（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
結
成
以
前
は
、
旧
Ｕ
Ｉ

ゼ
ン
セ
ン
同
盟
の
数
字
）。

三
者
で
一
六
〇
〇
円
程
度
の 

賃
上
げ
を
実
現

　

同
様
に
、
契
約
社
員
の
妥
結
実
績
（
単
純

平
均
）
に
つ
い
て
も
、
月
給
の
引
き
上
げ
額

全
体
で
は
四
二
三
七
円
（
二
・
一
四
％
）
と

な
っ
た
。
集
計
可
能
な
組
合
で
内
訳
を
み
る

と
、「
制
度
昇
給
」
分
が
二
七
三
五
円
（
一
・

四
〇
％
）
で
、「
賃
金
引
き
上
げ
分
」
が
一
六

三
五
円
（
〇
・
八
三
％
）。
同
一
組
合
で
前

年
と
比
較
す
る
と
、
月
給
の
引
き
上
げ
額
全

体
で
は
四
四
五
円
（
〇
・
二
一
㌽
）
増
と
な
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、「
制
度
昇
給
」分
は
二
一
二
円（
〇
・

一
一
㌽
）
減
と
な
っ
た
も
の
の
、「
賃
金
引
き

上
げ
分
」
に
つ
い
て
は
五
三
四
円
（
〇
・
二

九
㌽
）
増
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
結
果
を
正
社

員
と
比
べ
る
と
、「
賃
金
引
き
上
げ
分
」
に
つ

い
て
は
七
割
以
上
（
七
二
・
三
％
）
の
組
合

が
、
正
社
員
を
上
回
る
賃
上
げ
率
を
獲
得
し

た
格
好
に
な
る
。
ま
た
、
月
給
引
き
上
げ
額

全
体
で
も
、
過
半
数
（
五
二
・
九
％
）
が
正

社
員
の
引
き
上
げ
率
を
凌
い
だ
。

　

一
連
の
妥
結
結
果
に
つ
い
て
、
松
浦
書
記

長
は
「
月
額
換
算
に
す
る
と
、
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
、
契
約
社
員
、
正
社
員
の
い
ず
れ
も
が

一
六
〇
〇
円
程
度
の
『
賃
金
引
き
上
げ
分
』

（
い
わ
ゆ
る
ベ
ア
）
を
獲
得
し
た
こ
と
に
な

る
。
も
と
も
と
の
賃
金
水
準
の
違
い
を
踏
ま

え
れ
ば
、（
短
時
間
等
組
合
員
は
）
正
社
員
を

上
回
る
引
き
上
げ
が
実
現
で
き
て
い
る
」
な

ど
と
評
価
し
た
。

正
社
員
を
上
回
る
賃
上
げ
が 

実
現
し
た
背
景

　

正
社
員
と
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
契
約
社
員

の
妥
結
結
果
を
具
体
的
に
み
る
と
、
イ
オ
ン

労
連
の
「
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
ワ
ー
カ
ー
ズ
ユ

ニ
オ
ン
」
は
、
正
社
員
組
合
員
（
一
万
七
二

四
〇
人
）
に
つ
い
て
賃
金
引
上
分
（
ベ
ア
）

一
一
五
六
円
＋
賃
金
体
系
維
持
原
資
五
八
七

七
円
の
一
人
平
均
賃
上
げ
で
七
〇
三
三
円

（
二
・
二
五
％
）
増
を
獲
得
し
た
。
こ
れ
に

対
し
、
短
時
間
等
組
合
員
（
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
・
八
万
八
〇
二
九
人
）
に
つ
い
て
は
、

制
度
昇
給
分
一
円
＋
昇
格
昇
給
分
三
・
六
円

＋
交
渉
分
一
四
円
＋
過
年
度
分
四
円
の
計
二

二
・
六
円
（
二
・
五
五
％
）
増
で
、
正
社
員

の
賃
上
げ
率
を
〇
・
三
㌽
上
回
っ
た
。

　

ま
た
、
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
労
連
の
「
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
ド
ー
労
組
」
は
、正
社
員
組
合
員
（
六

九
七
九
人
）
に
つ
い
て
賃
金
引
き
上
分
（
ベ

ア
）
九
二
八
円
＋
賃
金
体
系
維
持
原
資
四
二

七
二
円
の
一
人
平
均
賃
上
げ
五
二
〇
〇
円

（
一
・
四
六
％
）
増
で
妥
結
し
た
。
一
方
、

契
約
社
員
（
月
給
制
）（
七
九
二
人
）
に
つ
い

て
は
賃
金
引
き
上
げ
分
五
八
八
円
＋
昇
格
昇

給
分
五
一
六
円
＋
制
度
昇
給
分
一
五
八
五
円

の
計
二
六
八
九
円
（
一
・
一
九
％
）
増
を
獲

得
。
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
（
時
給
制
）（
三
万
三

七
七
八
人
）
で
も
、
賃
金
引
き
上
げ
分
七
・

二
円
＋
制
度
昇
給
分
一
〇
・
四
円
の
計
一
七
・

六
円
（
一
・
八
四
％
）
増
を
引
き
出
し
、
正

社
員
の
賃
上
げ
率
を
〇
・
三
八
㌽
上
回
っ
た
。

　

さ
ら
に
、「
三
越
伊
勢
丹
グ
ル
ー
プ
労
組　

三
越
伊
勢
丹
支
部
」
は
、正
社
員
組
合
員
（
五

一
一
七
人
）
に
つ
い
て
賃
金
引
き
上
分
（
ベ

ア
）
一
〇
〇
〇
円
＋
賃
金
体
系
維
持
原
資
五

四
九
五
円
と
、
一
人
平
均
賃
上
げ
六
四
九
五

円
（
一
・
七
九
％
）
増
で
決
着
し
た
。
こ
れ

に
対
し
、
短
時
間
等
組
合
員
に
つ
い
て
は
、

契
約
社
員
（
月
給
制
）（
二
一
二
六
人
）
で
交

渉
分
一
〇
〇
〇
円
＋
制
度
昇
給
分
三
六
八
三

円
の
計
四
六
八
三
円
（
二
・
三
三
％
）
増
と
、

正
社
員
の
賃
上
げ
率
を
〇
・
五
四
㌽
上
回
っ

た
。
ま
た
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
（
三
二
七
八

人
）
で
は
、
交
渉
分
五
円
＋
制
度
昇
給
分
一

三
・
四
円
の
計
一
八
・
四
円（
一
・
七
三
％
）

増
だ
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
食
品
ス
ー
パ
ー
で
も
一
都
二

府
五
県
に
約
二
四
〇
店
舗
を
展
開
す
る
「
ラ

イ
フ
労
組
」
が
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
（
一
万

六
九
三
人
）に
つ
い
て
三
〇
円（
三
・
二
二
％
）

増
を
獲
得
し
、
正
社
員
組
合
員
（
四
八
二
〇

人
）
の
賃
上
げ
率
（
六
三
〇
三
円
で
二
・
二

七
％
）
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
ま
た
、
福
島

を
中
心
に
宮
城
、
山
形
、 

栃
木
、
茨
城
に
広

く
店
舗
展
開
す
る「
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
労
組
」

で
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
（
五
五
六
六
人
）

に
つ
い
て
二
五
・
三
円
（
二
・
八
三
％
）
増

を
引
き
出
し
、
正
社
員
組
合
員
（
一
三
七
七

人
）
の
賃
上
げ
率
（
六
七
二
六
円
で
二
・
三

一
％
）
を
凌
い
だ
。

　

ス
ー
パ
ー
・
百
貨
店
以
外
で
は
、「
ニ
ト
リ

労
組
」
が
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
（
一
万
六
二
九

一
人
）
に
つ
い
て
正
社
員
の
回
答
（
三
・
一

六
％
）を
上
回
る
三
〇
・
五
円（
三
・
三
五
％
）

増
で
決
着
し
た
。
ま
た
、
契
約
社
員
（
二
二

五
人
）
に
つ
い
て
も
、
正
社
員
と
同
率
の
八

〇
一
七
円
（
三
・
一
六
％
）
増
で
妥
結
し
た
。

　

今
次
賃
闘
の
一
つ
の
特
徴
と
し
て
、
契
約

社
員
や
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
と
い
っ
た
短
時
間

等
組
合
員
の
賃
金
引
き
上
げ
率
が
、
正
社
員

組
合
員
の
そ
れ
を
上
回
る
と
こ
ろ
が
多
く
み

ら
れ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ

ン
流
通
部
門
の
木
暮
弘
・
事
務
局
長
は
、
次

の
よ
う
に
分
析
す
る
。

　
「
補
助
的
な
業
務
の
パ
ー
ト
等
に
つ
い
て

は
、
地
域
別
最
低
賃
金
の
上
昇
と
人
手
不
足

に
伴
う
募
集
・
採
用
時
賃
金
の
上
昇
と
い
っ

た
外
部
要
因
で
底
上
げ
に
つ
な
が
っ
た
。
こ

れ
に
伴
い
、
基
幹
的
な
業
務
の
パ
ー
ト
等
に

つ
い
て
も
同
程
度
の
賃
上
げ
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
こ
の
間
の
勤
続
キ
ャ
リ
ア
を
台
無
し
に

し
て
し
ま
う
。
一
方
で
こ
の
間
、
パ
ー
ト
等

の
組
織
化
が
進
ん
で
組
合
の
執
行
役
員
も
増

え
、正
社
員
が
ベ
ア
を
要
求
す
る
な
ら（
基
幹

的
な
）
パ
ー
ト
等
も
同
等
に
、
と
い
っ
た
均

等
・
均
衡
待
遇
圧
力
が
強
ま
っ
て
き
た
。
こ

う
し
た
内
部
要
因
に
、
今
回
は
外
部
要
因
も

加
わ
っ
た
こ
と
で
、
正
社
員
を
上
回
る
賃
上

げ
が
数
多
く
実
現
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
」

　

こ
の
ほ
か
、
今
次
闘
争
で
は
短
時
間
等
組

合
員
に
係
る
制
度
面
で
の
取
り
組
み
も
前
進

し
た
。
中
で
も
特
徴
的
だ
っ
た
の
は
「
有
期

契
約
か
ら
無
期
契
約
へ
の
転
換
制
度
の
新

設
」
な
ど
、
改
正
労
働
契
約
法
・
第
一
八
条

に
対
応
す
る
た
め
の
取
り
組
み
と
い
う
。「
早

け
れ
ば
来
年
か
ら
無
期
契
約
へ
の
転
換
者
が

出
始
め
る
。
い
ま
だ
継
続
協
議
と
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
多
い
が
、
基
本
的
に
は
こ
れ
を

い
か
に
戦
力
化
や
定
着
率
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ

る
か
を
前
向
き
に
考
え
て
い
る
。
傾
向
と
し

て
は
、
正
社
員
と
パ
ー
ト
等
の
中
間
体
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
無
期
化
形
態
へ
の
転
換
制
度

に
、
関
心
を
持
っ
て
い
る
労
使
が
多
い
よ
う

だ
。
そ
の
際
、
短
時
間
の
無
期
化
形
態
を
い

か
に
形
成
す
る
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
」（
木
暮
氏
）。
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時
給
制
契
約
社
員
Ｂ
ラ
ン
ク
の
資
格
給

を
一
〇
円
引
き
上
げ
／
Ｊ
Ｐ
労
組

　

Ｊ
Ｐ
労
組
は
、
期
間
雇
用
社
員
の
処
遇
改

善
に
つ
い
て
、
月
給
制
契
約
社
員
は
基
本
月

額
六
〇
〇
〇
円
、
時
給
制
契
約
社
員
は
時
間

給
四
〇
円
の
引
き
上
げ
な
ど
を
要
求
。
こ
れ

に
対
し
会
社
側
は
、
月
給
制
契
約
社
員
は
一

〇
〇
〇
円
、
時
給
制
契
約
社
員
は
資
格
給
ラ

ン
ク
「
Ｂ
習
熟
度
あ
り
」
と
「
Ｂ
習
熟
度
な

し
」
に
一
〇
円
の
引
き
上
げ
を
回
答
し
た
。

　

月
給
制
契
約
社
員
は
、
民
営
化
以
降
、
正

社
員
の
賃
上
げ
が
見
送
ら
れ
る
な
か
で
、
昨

年
ま
で
七
年
続
け
て
計
一
万
四
〇
〇
円
の
改

善
が
図
ら
れ
て
き
た
。
今
回
の
引
き
上
げ
で

月
給
制
契
約
社
員
の
ベ
ア
は
八
年
連
続
、
計

一
万
一
四
〇
〇
円
に
な
る
。た
だ
し
、月
給
制

契
約
社
員
の
人
数
は
、（
新
）
一
般
職
へ
の
登

用
が
進
む
な
か
で
減
少
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。

　

一
方
、
時
給
制
契
約
社
員
の
時
間
給
に
つ

い
て
は
、
地
域
別
に
決
め
ら
れ
た
基
準
額
と

業
務
に
よ
り
加
算
し
た
額
の
合
計
が
基
本
給

と
な
り
、
そ
れ
に
資
格
給
な
ど
の
加
算
給
を

足
し
た
額
が
基
本
賃
金
と
な
っ
て
い
る
。
資

格
給
の
支
給
区
分
は
、
上
か
ら
「
Ａ
習
熟
度

あ
り
」「
Ａ
習
熟
度
な
し
」「
Ｂ
習
熟
度
あ
り
」

「
Ｂ
習
熟
度
な
し
」「
Ｃ
習
熟
度
あ
り
」「
Ｃ
習

熟
度
な
し
」
の
六
ラ
ン
ク
に
分
か
れ
て
お
り
、

各
社
の
業
務
区
分
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
ン

ク
の
支
給
額
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

春
闘
で
は
過
去
二
年
、「
Ａ
習
熟
度
あ
り
」

「
Ａ
習
熟
度
な
し
」
の
一
部
業
務
区
分
に
つ

い
て
資
格
給
の
改
善
が
図
ら
れ
て
き
て
お
り
、

今
回
は
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
し
て
「
Ｂ
習
熟
度

あ
り
」「
Ｂ
習
熟
度
な
し
」
の
同
じ
業
務
区
分

に
つ
い
て
も
資
格
給
を
一
〇
円
引
き
上
げ
る
。

資
格
給
引
き
上
げ
の
対
象
と
な
る
時
給
制
契

約
社
員
は
現
在
、「
Ｂ
習
熟
度
あ
り
」
が
約
一

万
四
五
〇
〇
人
、「
Ｂ
習
熟
度
な
し
」
が
約
七

九
〇
〇
人
い
る
た
め
、
合
計
二
万
二
四
〇
〇

人
が
対
象
に
な
る
。

直
雇
用
の
有
期
契
約
社
員
全
員

に
四
八
〇
〇
円
の
ベ
ア 

／
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
労
組

　

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
三
社
（
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
、

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

ま
と
め
て
オ
フ
ィ
ス
）
の
労
働
者
を
組
織
す

る
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
労
働
組
合
は
、
各
社
と
交
渉
を

行
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
に
対
し
て

は
、
す
べ
て
の
組
合
員
に
三
七
〇
〇
円
（
平

均
）
の
月
例
賃
金
の
改
善
を
要
求
。
正
社
員

は
平
均
二
七
〇
〇
円
、
契
約
社
員
に
は
一
律

四
八
〇
〇
円
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
獲
得
し
た
。

業
績
賞
与
に
つ
い
て
も
、
正
社
員
（
要
求
は

総
合
職
三
・
〇
カ
月
、
地
域
営
業
社
員
二
・

一
カ
月
）
は
満
額
回
答
。
契
約
社
員
に
も
一

時
金
の
支
給
を
求
め
、
五
万
円
で
決
着
し
て

い
る
。

　

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
で
は
、
事
務
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と

セ
ー
ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
加
え
、
昨
年
一

月
か
ら
料
金
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
顧
客
か
ら
の

料
金
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
や
相
談
対
応
を

行
う
職
種
）
の
業
務
職
種
で
契
約
社
員
を
雇

用
し
て
い
る
。
今
回
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
対

象
に
な
る
の
は
、
こ
の
三
つ
の
職
種
で
Ｋ
Ｄ

Ｄ
Ｉ
に
直
接
雇
用
さ
れ
る
す
べ
て
の
有
期
契

約
社
員
約
三
六
〇
〇
人
だ
。

　

い
わ
ゆ
る
非
正
規
労
働
者
の
処
遇
改
善
に

関
し
て
は
、
同
労
組
で
は
昨
年
の
春
闘
で
上

部
組
織
で
あ
る
情
報
労
連
の
方
針
（「
す
べ

て
の
労
働
者
の
賃
上
げ
」
と
「
格
差
是
正
」）

を
踏
ま
え
、
非
正
規
社
員
の
処
遇
改
善
に
重

点
を
置
い
て
い
る
。
二
〇
一
四
春
闘
で
は
、

非
正
規
社
員
の
み
を
対
象
と
す
る
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
要
求
を
行
い
、
満
額
妥
結
（
月
額
平

均
で
一
万
二
八
〇
〇
円
）
し
た
経
緯
が
あ
る
。

今
春
闘
で
も
、
昨
年
を
踏
襲
す
る
産
別
方
針

の
も
と
、
物
価
上
昇
や
会
社
業
況
な
ど
を
踏

ま
え
、「
非
正
規
社
員
の
処
遇
改
善
を
牽
引
す

る
た
め
に
は
、
正
規
・
非
正
規
問
わ
ず
、
す

べ
て
の
組
合
員
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
図
る
こ

と
が
重
要
」
と
の
考
え
に
基
づ
き
、
要
求
・

交
渉
を
進
め
た
。

非
正
規
社
員
へ
の
配
分
が 

手
厚
く
な
る
よ
う
交
渉
を
展
開

　

同
労
組
の
浦
早
苗
・
政
策
局
長
は
、「
実
際

の
労
使
交
渉
で
は
、
会
社
の
業
況
や
将
来
展

望
、
物
価
上
昇
等
へ
の
対
応
、
昨
年
末
の
政

労
使
会
議
に
お
け
る
合
意
内
容
等
を
鑑
み
、

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
必
要
性
に
つ
い
て
幾
重
と

な
く
訴
え
た
」
と
指
摘
。
契
約
社
員
に
つ
い

て
も
、「
二
〇
一
二
年
に
非
正
規
社
員
を
組
織

化
し
て
以
降
、『
非
正
規
社
員
も
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
グ

ル
ー
プ
を
支
え
る
社
員
』
で
あ
る
と
の
労
使

認
識
の
共
有
を
図
っ
て
き
て
お
り
、
二
〇
一

五
春
闘
に
お
け
る
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
（
総
額
人

件
費
）
の
配
分
に
つ
い
て
は
、
昨
年
春
闘
の

経
過
も
踏
ま
え
、
非
正
規
社
員
へ
の
配
分
が

手
厚
く
な
る
よ
う
交
渉
を
進
め
、
労
使
の
考

え
方
が
合
致
し
た
」
と
説
明
し
て
い
る
。

　

な
お
、
昨
春
闘
の
非
正
規
労
働
者
の
み
の

賃
上
げ
要
求
・
回
答
に
続
き
、
今
年
も
契
約

社
員
の
賃
上
げ
額
が
正
社
員
を
上
回
る
内
容

に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
正
社
員
の
組
合

員
の
反
応
は
、「
妥
結
内
容
に
対
し
て
は
、
概

ね
好
意
的
」
と
の
こ
と
。「
正
規
社
員
の
組

合
員
も
前
述
の
『
非
正
規
社
員
も
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

グ
ル
ー
プ
を
支
え
る
社
員
』
と
の
認
識
を
共

有
し
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
非
正
規
社
員

の
処
遇
改
善
に
賛
同
す
る
考
え
に
な
っ
て
い

る
」
と
い
う
。
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賃
上
げ
要
求
を
掲
げ
て
の
二
年
目
の
取
り

組
み
と
な
っ
た
連
合
の
二
〇
一
五
春
季
生
活

闘
争
。
賃
上
げ
回
答
集
計
（
四
月
一
四
日
現

在
）
に
よ
れ
ば
、
昨
年
を
上
回
る
賃
上
げ
額

を
獲
得
し
て
お
り
、
同
一
の
組
合
で
昨
年
と

比
べ
る
と
七
〇
〇
円
以
上
の
増
加
と
な
っ
て

い
る
。
連
合
春
闘
を
統
括
す
る
須
田
孝
・
総

合
労
働
局
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
三
月
中

旬
の
回
答
の
ヤ
マ
場
か
ら
現
在
ま
で
の
回
答

状
況
に
つ
い
て
、
今
年
の
傾
向
や
特
徴
な
ど

に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

○　
　
　
　

○　
　
　
　

○

　

久
々
の
ベ
ア
要
求
と
な
っ
た
二
〇
一
四
春

季
生
活
闘
争
で
は
、
日
本
経
済
社
会
の
自
律

的
な
成
長
の
観
点
か
ら
「
賃
上
げ
」
が
不
可

欠
と
い
う
連
合
方
針
に
対
し
て
、
正
直
言
っ

て
、
単
組
の
間
で
は
「
本
当
に
ベ
ア
要
求
す

る
の
か
」
と
い
う
空
気
が
あ
っ
た
。
企
業
業

績
や
雇
用
確
保
を
優
先
し
て
検
討
し
て
き
た

二
〇
〇
〇
年
以
降
の
取
り
組
み
経
過
か
ら
す

れ
ば
や
む
を
得
な
い
面
も
あ
っ
た
が
、「
合
成

の
誤
謬
」
か
ら
の
脱
却
を
強
く
主
張
し
た
こ

と
か
ら
、
年
が
明
け
て
だ
ん
だ
ん
と
雰
囲
気

が
盛
り
上
が
っ
て
い
っ
た
。
た
だ
、
久
々
の

ベ
ア
交
渉
で
、
か
つ
、
労
使
も
世
代
交
代
が

進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
ベ
ア
へ
の
理
解
や

交
渉
力
な
ど
の
点
で
、
難
し
い
面
も
あ
っ
た
。

　

そ
れ
に
比
べ
れ
ば
、
二
〇
一
五
春
闘
で
は

す
べ
て
の
組
合
で
準
備
し
て
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
て
お
り
、
継
続
的
に
賃
上
げ
を
し
て

い
こ
う
と
の
思
い
で
一
致
で
き
た
。
要
求
基

準
を
「
二
％
以
上
の
賃
上
げ
を
求
め
る
」
と

し
た
が
、
連
合
は
、
継
続
し
て
「
賃
上
げ
」

を
実
現
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
総
合
的
に
勘
案
し
た
水
準
と
し
た
。
Ｊ

Ａ
Ｍ
や
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
に
は
ま
さ
に
連
合
方

針
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
三
％
以
上
と
い
う
要

求
設
定
を
し
て
も
ら
っ
た
形
だ
。

　

連
合
全
体
で
は
、
ま
だ
半
分
の
組
合
で
し

か
交
渉
が
終
わ
っ
て
い
な
い
の
で
確
か
な
こ

と
は
言
え
な
い
が
、
昨
年
の
春
闘
で
賃
上
げ

で
き
た
組
合
は
、
今
年
は
昨
年
に
プ
ラ
ス
ア

ル
フ
ァ
の
実
績
を
あ
げ
て
い
る
一
方
、
昨
年

取
れ
て
い
な
い
組
合
は
、
獲
得
水
準
は
厳
し

い
状
況
の
よ
う
だ
。

　

昨
年
比
で
プ
ラ
ス
一
〇
〇
〇
円
の
賃
上
げ

と
い
う
の
が
、
全
体
の
だ
い
た
い
の
相
場
感
。

全
体
の
回
答
引
き
出
し
組
合
数
が
昨
年
よ
り

も
多
い
の
で
、
地
方
の
地
場
組
合
も
健
闘
し

て
い
る
と
言
え
る
。

中
堅
組
合
に
よ
る
ヤ
マ
場
形
成
も

　

四
月
一
四
日
現
在
の
回
答
集
計
だ
と
、
平

均
賃
金
方
式
で
の
定
昇
相
当
分
込
み
の
賃
上

げ
率
は
二
・
二
四
％
だ
が
、
最
終
的
に
、
昨

年
に
続
き
二
％
を
切
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
今
年
は
賃
上
げ
に
取
り
組
む
組
合
数

も
増
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
回
答
の
ヤ
マ
場
を
含
む
「
先
行

組
合
回
答
ゾ
ー
ン
」（
三
月
一
六
～
二
〇
日
）

に
回
答
を
引
き
出
し
た
組
合
数
が
約
八
〇
〇

組
合
で
、
昨
年
よ
り
も
約
三
〇
〇
組
合
多
い
。

大
手
だ
け
で
な
く
中
堅
組
合
に
よ
る
ヤ
マ
場

の
形
成
も
で
き
て
き
た
。

　

地
方
の
中
小
・
地
場
も
含
め
た
経
営
側
の

姿
勢
を
み
る
と
、
人
材
獲
得
の
た
め
に
経
営

上
は
苦
し
く
と
も
、
何
と
か
処
遇
を
改
善
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
経
営
者
と
、
依
然
と
し

て
コ
ス
ト
論
に
固
執
し
て
い
る
経
営
者
と
に

分
か
れ
て
い
る
と
感
じ
る
。

　

地
方
と
い
う
と
、
今
回
か
ら
、
地
場
産
業

の
活
性
化
と
働
く
者
の
処
遇
改
善
を
い
っ
そ

う
進
め
る
た
め
に
、
地
域
関
係
者
に
よ
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
た
。
未

組
織
の
労
働
者
は
、
組
織
さ
れ
て
い
る
会
社

で
何
が
労
使
で
交
渉
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い

て
興
味
を
持
っ
て
い
る
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
て
そ
う
し
た
情
報
を
共
有
し
、「
開
か
れ

た
春
闘
」
を
広
げ
て
い
く
。
今
年
は
四
月
ま

で
に
愛
知
県
な
ど
三
カ
所
で
開
催
し
た
が
、

来
年
は
春
闘
前
半
期
で
の
開
催
を
も
っ
と
増

や
し
て
い
き
た
い
。

　

非
正
規
労
働
者
の
賃
金
に
つ
い
て
は
、
こ

こ
ま
で
、
正
社
員
以
上
の
賃
上
げ
を
獲
得
で

き
て
い
る
。
た
だ
、
連
合
と
し
て
は
、
パ
ー

ト
労
働
者
の
時
給
引
き
上
げ
だ
け
に
満
足
す

る
こ
と
な
く
、
正
社
員
へ
の
転
換
に
よ
る
処

遇
改
善
に
も
力
を
入
れ
た
い
。

縦
と
横
の
両
方
の
取
り
組
み
で 

格
差
是
正

　

難
し
い
の
は
、
賃
上
げ
の
取
り
組
み
だ
け

で
は
格
差
改
善
の
取
り
組
み
と
し
て
は
不
十

分
な
点
だ
。
賃
金
制
度
の
整
備
も
並
行
し
て

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
と
く
に
中

小
で
は
、
制
度
を
整
備
し
て
、
格
差
を
埋
め

て
い
く
た
め
に
必
要
な
賃
上
げ
原
資
を
自
分

た
ち
で
把
握
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ

る
。

　

ま
た
、
中
央
と
地
方
の
賃
金
格
差
を
埋
め

る
の
に
、
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
は
も
は
や
期
待

で
き
な
い
。
地
方
も
自
ら
、
住
宅
費
や
社
会

保
障
費
、
教
育
費
な
ど
も
含
め
て
生
活
に
見

合
う
賃
金
は
い
く
ら
な
の
か
と
い
う
問
題
意

識
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。
だ
か
ら
連
合
は
、

政
策
・
制
度
実
現
の
取
り
組
み
も
含
め
て
、

ト
ー
タ
ル
で
春
闘
を
行
っ
て
い
る
。

　

連
合
は
今
回
、
最
低
生
計
費
を
ク
リ
ア
す

る
水
準
と
し
て
、
都
道
府
県
ご
と
の
連
合
リ

ビ
ン
グ
ウ
ェ
イ
ジ
を
設
定
。
中
小
は
こ
れ
を

基
準
に
最
低
到
達
水
準
を
設
定
し
て
ク
リ
ア

す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
春
闘
は

も
と
も
と
、
産
別
を
通
し
て
賃
上
げ
を
波
及

さ
せ
る
縦
の
取
り
組
み
だ
。
こ
の
「
縦
」
と

地
域
で
の
「
横
」
の
取
り
組
み
を
つ
な
ぎ
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
地
域
に
と
ど
ま
ら
な
い
相

場
波
及
を
発
生
さ
せ
て
、
雇
用
者
の
八
割
以

上
を
占
め
る
未
組
織
の
労
働
者
も
含
め
た
底

上
げ
を
実
現
さ
せ
な
い
と
い
け
な
い
。

　

地
方
で
も
経
営
側
は
、
横
を
に
ら
み
な
が

ら
、
上
げ
幅
を
気
に
す
る
。
し
か
し
、
底
上

げ
・
格
差
改
善
に
取
り
組
む
う
え
で
、
本
当

に
大
事
な
の
は
賃
金
の
絶
対
水
準
で
あ
り
、

連
合
が
職
種
別
銘
柄
賃
金
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
賃
金
指
標
を
世
間
相
場
的
に
示
し
て
い
る

の
は
、
そ
う
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
現
れ
で
も

あ
る
。

（
荒
川
創
太
）

２
０
１
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春
闘
の
傾
向
と
特
徴

―
―
須
田
孝
・
連
合
総
合
労
働
局
長
に
聞
く


